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肪 万万浪* ヾよく と:   ら-ft て い ゐ。 ユの 方μい っ い て検 討 すら

方諸　 孝it. 用 い う れ-r い るズ 献･こあ る設 吋 躊t 標 早（ ／八 し，ぞ 紙 £作 る.   こ の

暫・原 紙1 Fi> 琢Line    CO脇 ■n 糾 分で 切 り開 く.   プ川 開 々ヽ れA  仙 味 の上 のS-､r. ,     ごit (-.

球 す の場 洽 でa  当が:  。仰タト 経 合-^  れ る べ き佳 身 の，^.   i 縁合 ざせ 八 ものC  2）。今 一

づli  刀り 隋* ヽれ ≒前 身 の■f の.^､に暖 を で^  り ものc  ,リ £作 る.   rツ 上 ヴ ハス ラヅ タス

のfi 後 み打 目縁 の方向 に つぃ て璽 直 及 ダ水 冷<r,万向 々ヽ ら糾 べk  ふ
μ 蓼　 水平 万向･

こつ ヽヽ f   ぼ ご／ノμ鉄片 閣 々ヽ ら ル 幻*･  ふ が対 向(. てい る。（ 刀 の場 合

Iまひ さ`謳 の抑 ふ*-  り ね じ` れ,剔 句I- 変･-r  I,'  ゐ.     ご3)  の場／＆･よ孵 挙 より外 向 してい ふ。

熹 直 方向 い つ ぃX  It  c ／ハtf ＼侈 の擦s  *l 共に 下に!.ゝ く け ど･内厠 に? てぃ みか帽 水 子 す

か ﾊﾞ ﾄ 向゙ し７ い る。 に ル 股 下・^     ～ チ位 々ヽ ら 下は前<n 打 回 線 は 内側, 八 ヽく*-■ > 撞ろ

の担 い ト ロi  iずjL.I r あヽ る。 Ｄ ハ* 前 蹟 の押 μ線共 ，--自 ペ ベ μ 多 少` が1･レ むくぉ ，ヽ

水 平 が向（ま前£ 。 ぷうr- 樺 単 よ</ 外向 すら

C －22   ダ- ツ･こ関 するダ 死洋 々御 ，ダー>y 以 采 り#  図 広r- つ ぃ マ ご そ のf  )

あ知 す 犬　 苧I･卜 夫　 細 回菊子　 安 岡東 理　 ぶ>  東厭が 大　o  貳石 斗べ

回的　 設足 線 匹^^  r-  ダ－ツ を設 げ ろ場ふ ， そ<r. 作 図 依I  簡 易佃 すれμ', ニ・ ヌ ぼ

三つ(71ダ ーツ 曹昿 策 すゐ; さ＼--は唇 易 で かつ すみ冲 かμV   る!■?ずで･ あ る， それr- タ つ

ヌ ＼i 三 っ ● ダ ー･/ を蘇If  い 烏冷・ 新誰 艮 縁・象 さ い 葱論 的 に 永め,    丿 れ 菰馬 齢"-' 短

く な'る<n でμJ 糾 弁 兪よ 一っ の参 加 心 のt  t  ＼'- ,    レヽ ヅn.  （

捌 征f  *  滅多*･' あ い

方法　 ダ ーツ・ 柚ご薦tt ダふ ゾ 設呆 前 の四 のす べ て→ あ る<n  I 利 用, 疾起 承 と季 略

し， 作|21 上 →々 れ 絞策 撮 の長 さ にt 諭 的 に縛 寺 ず る， 兼 での 調 私広t  し てii    ,      ，'7    の

暑it 経呉 →々 ，他 の再現鳶 か 則 の葎策 線 の身 現 歿策 裸 よら 暑 熹 すら

禄 釆　 本漆r-  よi   t   f   (i^ ,  作 田 よｰの参衣 々ヽ 減゙‘l,　f  みや 々ヽ ,; ｡拳 易 に て?  ，辣に ニワ

ヌけ ふ-7   <nダ ー■/ i  入 れi  賜ず つf  參易に な ゐ，t  μ 郵 歿戸 裸 い目岬り 々ヽ ,丿凍嶮的 い矩

搦 でれ ゐ:   ご 々--かヵり ， ぞ・ ̂詞 妙 彦 ＼i ,    A だ丿 っダ ー■/  I 入 れi  渇 ふ,n  み 練 刊心仏 沸

*-･' ぶ 季で あ ゐ こと が`ね 々- つf:   。


